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資源エネルギー庁 第2回 洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会 「洋上風力産業ビジョン（第１次）概要」より引用

1-1 「洋上風力産業ビジョン（第1次）」の概要
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1-2 洋上風力の産業競争力強化に向けた
技術開発ロードマップ

2021年4月1日の「洋上風力の産業競争力強化に向けた官民協議会作業部会」で示された
「洋上風力の産業競争力強化に向けた技術開発ロードマップ」において、具体的な技術開発項目が示された。
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1-3 洋上風力発電の種類と導入ポテンシャル

(2)浮体式：42,000km2

・水深：50m以上～100m未満

モノパイル
(単杭)式
基礎

重力式基礎

ジャケット
・重力式
基礎

ジャケット
・杭式
基礎

バージ型
浮体

・カテナリー
係留

セミサブ型浮体
・TLP係留

(Tension Leg 
Platform
：垂直緊張係留)

セミサブ型
浮体

・カテナリー
係留

スパー型浮体
・カテナリー係留

水深
100m

50m

(3)浮体式：56,000km2

・水深：100m以上～200m未満

注1）海域面積は、離岸距離30km未満、社会的制約なし、年平均風速7m/s以上を元に推計
注2）浮体形式の図示位置は、適用範囲もしくは最適水深ではありません

(2)+(3)浮体式：98,000km2

日
本
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（
海
域
面
積
）

水深
200m

(1)着床式：21,000km2

・水深 ：0～50m未満

浮体式の海域は着床式の約５倍

NEDO
銚子沖
実証事業

重力式基礎
(2.4MW)

（2016年度終了）（2016年度終了） （2015年度終了）（2020年度終了）

NEDO
北九州沖
実証事業

ジャケット・
重力式基礎(2MW)

対象海域水深
50m～100m程度

スパー型浮体
（2MW)

環境省
五島実証事業

経済産業省
福島実証事業

セミサブ型浮体
(2MW等)NEDO事業(バージ型)

NEDO
次世代浮体式洋上風力発電

システム実証研究
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

調査

実証
研究

研究
開発

導入
支援

高度
実用
化

GI基
金

FS

洋上風況観測システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風力発電システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風況観測（洋上風況マップ）

低コスト施工技術調査

低コスト施工技術実証

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究

超大型風力発電システム実証研究開発（７MW級）

洋上ウィンドファーム開発支援事業

洋上ウィンドファームFS

環境アセスメント調査早期実施実証事業

風車部品高度実用化

スマートメンテナンス技術研究開発 風車運用高度化

風車の大型化

社会実装

低コスト化

着
床
式

浮
体
式

部品高度化、維持管理

グリーンイノベーション基金

2-1 NEDO風力発電関連事業一覧
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2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

調査

実証
研究

研究
開発

導入
支援

高度
実用
化

GI基
金

FS

洋上風況観測システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風力発電システム実証研究（銚子・北九州）

洋上風況観測（洋上風況マップ）

低コスト施工技術調査

低コスト施工技術実証

次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究

超大型風力発電システム実証研究開発（７MW級）

洋上ウィンドファーム開発支援事業

洋上ウィンドファームFS

環境アセスメント調査早期実施実証事業

風車部品高度実用化

スマートメンテナンス技術研究開発 風車運用高度化

風車の大型化

社会実装

低コスト化

着
床
式

浮
体
式

部品高度化、維持管理

グリーンイノベーション基金

2-1 NEDO風力発電関連事業一覧
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北

南

定格出力 3メガワット

風車形式 アップウィンド、2枚翼

ロータ径 100メートル

ハブ高さ 海面上 72メートル

風車重量 133トン（ロータ・ナセル）

浮体特徴 バージ型浮体構造物

浮体材質 鋼製

浮体形状
喫水 約7.5メートル
重量 3,110トン（風車、バラスト含まず）

係留システム
スタッドレスチェーン＋ドラッグアンカー
3本×3方向

総重量 約9,860トン（風車、係留、バラスト含む）

2-2 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究
（バージ型）
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2019年9月23日 6時12分（TP頂部：海面上17m）

a) 10分間平均風速 17.6m/s

b) 有義波高 4.7m

※有義波高：
波高の高い方から順に全体の1/3の個数の波を選び、これらの波高を平均したもの(本値は20分間毎の計測)

2-2 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究

（バージ型）

➢ 2019年9月23日 台風17号接近時の波の様子

11

実証運転の様子

➢ 2020年3月16日 落雷の様子

ﾅｾﾙ動揺ｾﾝｻ

光学式ジャイロ
簡易ｼﾞｬｲﾛ

雷検知
現在天気計

水温計x2
流速プロファイラ

係留変位計x3

係留変位計x3

三杯式風速計x2
矢羽根式風向計x2

超音波風向風速計x2
ﾄﾞｯﾌﾟﾗｰﾗｲﾀﾞｰ
ｳｪｻﾞｰﾄﾗﾝｽﾐｯﾀ

日射計
RTK-GPSx2
ｻﾃﾗｲﾄｺﾝﾊﾟｽ

TP内水位
油漏れ検知（非発用）
配管圧力、流量、温度
コンテナ温度

ﾋﾞﾙｼﾞﾚﾍﾞﾙx16
（各ﾀﾝｸ内）

海象計

ﾌﾞｲ式波高計

観測用タワー

ﾅｾﾙ基部曲げ応力

ﾀﾜｰ分割部曲げ応力

ﾀﾜｰ基部曲げ応力

TP上部応力振幅

TP基部曲げ応力

TP波圧

係留張力

係留張力

係留張力

ｽｶｰﾄ波圧
（上下面）

ｽｶｰﾄ波圧
（上下面）

ﾃﾞｯｷ波圧
ﾃﾞｯｷ波圧

曲げ応力

ｽｶｰﾄﾌﾞﾗｹｯﾄ部応力振幅
係留変位計x3

浮体上にある観測タワー
上カメラによる記録



➢2020年10月に、日本政府は「2050年カーボンニュートラル」を宣言し、2050年までに温室効果
ガスの排出量を全体としてゼロにする目標を掲げた。

➢経済産業省が中心となり、関係省庁と連携して「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成
長戦略」を策定。

➢グリーン成長戦略では、産業政策・エネルギー政策の両面から、成長が期待される14の重要分野
について実行計画を策定し、国として高い目標を掲げ、可能な限り具体的な見通しを示している。

2-3 グリーンイノベーション基金事業
／グリーン成長戦略
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2-3 グリーンイノベーション基金事業
／洋上風力発電の低コスト化

【事業概要】
日本における洋上風力の導入拡大と産業競争力強化の好循環を達成するため、「洋上風力産業ビジョン（第１次） 」及び「2050

年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」において、まずは魅力的な国内市場の創出に政府としてコミットすることで、
競争力があり強靱な国内サプライチェーンを構築する。
欧州と異なり、遠浅の海域の少ない日本で「2040年までに3000万～4500万kWの案件を形成する」という高い目標を達成するた

め、特に、深い海域でも導入余地が大きい浮体式のコストが、技術開発や量産化を通じて、今後大幅に低減することが必要である。
本プロジェクトでは、これまで取り組んできた実証事業等による知見も踏まえ、浮体式を中心とした洋上風力発電の早期のコス

ト低減を行い、導入拡大を図る。

【期間】 2021年度～2030年度（10年間） 【予算】 1,195億円(NEDO負担額・全て助成事業（フェーズ1：助成率2/3)）

フェーズ１： 345億円 フェーズ２： 850億円
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2-3 グリーンイノベーション基金事業
／洋上風力発電の低コスト化

フェーズ1-①
次世代風車技術

開発事業

フェーズ1-②
浮体式基礎製造・
設置低コスト化
技術開発事業

フェーズ1-③
洋上風力関連電気シ
ステム技術開発事業

フェーズ1-④
洋上風力運転保守高

度化事業

フェーズ1として「次世代風車」、「浮体式基礎製造・設置低コスト化」、「洋上風力関連電気システ
ム」、「洋上風力運転保守高度化」の4分野を対象とした要素技術研究開発を実施中

風車メーカー
部品メーカー 等

電力会社
建設会社 等

電力会社
金属メーカー 等

風車メンテナンス会社
電力会社 等
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➢ダッシュボード

風力発電の市場動向や技術動向を紹介

2-3 グリーンイノベーション基金事業
／特設サイトによる情報発信

➢特設サイト

「カーボンニュートラルについて」から個別事業
の研究開発のビジョンなど様々な情報を集約・発信

➢コンセプト動画

https://green-innovation.nedo.go.jp/
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https://green-innovation.nedo.go.jp/dashboard/wind-market-trend/
https://www.youtube.com/watch?v=zyC8HzQURPw
https://green-innovation.nedo.go.jp/
https://green-innovation.nedo.go.jp/
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3 本日の成果報告ラインナップ
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➢ 風力発電機の長寿命化に向けたマルチスケールトライボ解析・実験による最適潤滑剤設計
＜出光興産株式会社＞

➢ 無人航空機(UAV)とAI画像解析の活用による風車の高度な次世代型運用・維持管理技術開発
＜関西電力株式会社＞

➢ 洋上風力発電用CTV及び洋上ブレード補修ゴンドラの開発による維持管理技術の高度化
➢ ＜イオスエンジニアリング＆サービス株式会社＞

➢ 風車ブレード用高耐久ダイバータストリップの開発                                ＜株式会社守谷刃物研究所＞

➢ 高年次陸上風車の寿命延長運転技術の開
発＜イオスエンジニアリング＆サービス株式会社、

株式会社キグチテクニクス＞

➢ 陸上風力発電設備・ジャッキダウン解体
工法                            ＜太平電業株式会社＞

➢ スマートロータシステムを有する陸上風
車技術の研究開発＜駒井ハルテック株式会社＞

➢ サクションバケット基礎施工技術実証
＜日立造船株式会社、東洋建設株式会社＞

➢ スリップジョイント施工技術実証
＜鹿島建設株式会社、株式会社小堀鐸二研

究所、一般財団法人日本海事協会＞

➢ 洋上風力発電設備にかかる落雷リスク
＜学校法人中部大学 、株式会社東洋設計＞

➢ 大型洋上風車用一体成型ブレード技術の
研究開発               ＜駒井ハルテック株式会社＞

➢ 風車および蓄電池の一体制御による出力
安定化システム技術の研究開発

＜駒井ハルテック株式会社＞

運転維持コストの低減

陸上風車のライフサイクルコスト低減

コスト競争力と信頼性を高める風車部品の開発

洋上ウィンドファームの導入拡大を支える開発

着床式の低コスト施工技術



ご静聴ありがとうございました
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